
戦国ロマンコース 

3、太鼓壇・巌倉寺コース 
 

 
 
 
 
  尼子時代の勢だまり場、広さは 3000㎡。 
 400年以上経った椎の大木があり、椎の木成ともいう 
 
 
 
 
  「我に七難八苦を与えたまえ」と三日月に祈った、 
  鹿介像は三笹山を向いて両手を合わせている。昭和 53年建立 
 
 
 
 
  城域内に建つ、尼子氏の加護寺。 
聖観音像は重要文化財。 
ここに堀尾吉晴公の巨大な五輪塔の墓がある 

 
 
 
 
  松江城築城後、遺言によってこの巖倉寺に建立された。 
 
 
 
 
  堀尾吉晴のわきに小さな、山中鹿介の供養塔が建っている。 
 堀尾吉晴の奥さんが鹿介を偲んで建立したという。 
 
 
 


